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た
に
も
か
か
わ
ち
ず
、

世
界
的
に
広
く
知
ら
れ
た

「
一
九
八
八

年
の
イ
エ
ロ
ー
ス
ト
ー
ン
国
立
公
園
大

火
災
」
が
起
き
て
し
ま

っ
た
。
当
時
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
方
面
か
ら
批
判
が
あ

っ
た

が
、
国
立
公
園
局
は
そ
の
山
火
事
管
理

の
方
針
は
正
し
い
と
の
主
張
を
続
け
、

数
年
後
、
数
十
年
後
と
時
が
経
過
す
る

ほ
ど

「自
然
の
回
復
力
」
に
よ
っ
て
そ

の
主
張
が
正
し
か
っ
た
こ
と
が
証
明
さ

れ
、
利
用
者
に
よ
る
多
く
の
目
撃
に
よ

っ
て
そ
の
正
当
性
は

一
般
に
も
徐
々
に

受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。

一
九
六
〇
年
代
に
入
り
環
境
問
題
が

世
界
的
な
課
題
に
な
り
、
生
物
と
環
境

の

相

互

作

用

と

い

う

総

体

的

（ぎ
〓
∽詩
）
な
生
態
学
の
概
念
か
ら
、

今
ま
で
の
西
洋
文
化
の
生
活
様
式
や
政

治
経
済
活
動
を
批
判
す
る
た
め
の

「理

論
武
装
の
ツ
ー
ル
」
と
し
て
、
特
に
ア

メ
リ
カ
の
ヒ
ッ
ピ
ー
文
化
か
ら
注
目
を

集
め
、
『ヨ
Ｆ
ｏ
Ｐ①
∪
”
〓

，
ｏ
”巨
ｏ
∞
』
な

ど
の

一
般
誌
も
発
行
さ
れ
、
生
態
学

（科
学
的
調
査
）
は
つ
い
に
環
境
保
護

分
野
で
政
治
的
影
響
力
を
も
ち
始
め
た
。

こ
の
よ
う
な

「表
の
社
会
運
動
」
の
裏

で
は
、
生
物
学
者
や
生
態
学
者
の
地
道

テ
ィ
ト

（（
一８
ｉ

，
三
〓

〓
（Ｔ
ヽ
三

〓
〓
）

等
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
た
通
称

一
Ｆ

Ξ
”

Ｚ
３

」
で
、
オ
ル
ム
ス
テ

ッ
ド
が
推
奨

し
た
生
態
学
的
管
理
方
針
哲
学
を
初
め

て
示
し
、
こ
れ
は

一
九
二
四
年

に
国
立

な
調
査
研
究
が
積
み
上
げ
ら
れ
る
こ
と

に
よ

っ
て
自
然
現
象

の
仕
組
み

（事

実
）
が
裏
付
け
ら
れ
、
「
社
会
運
動
の

引
き
金
を
引
く
勇
気
」
が
与
え
ら
れ
て

き
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
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